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9 月 20 日、21 日の２日間にわたる『平和をともに』と 21 日の『オープンスクール』にお越しいただきあ

りがとうございました。 

『平和をともに』では、学園聖句である新約聖書マタイによる福音書 5 章 9 節に書かれている「平和をつ

くり出す人たちは幸いである」をテーマに、子どもたちがクラスごとに平和について考え、知恵を出し合

い、先生方がサポートし、そして発表しました。 

その中で 5 年生は他学年のサポート役である進行役と 2 日目の礼拝メッセージに徹し、準備し、運営しま

した。『平和をともに』を通じて 5 年生全員が他学年や人を支える喜びを実感し、最終日の後片付けまで奉仕

の精神を持ち続け、行動しました。役割を果たし、人のために尽くし、感謝し感謝されるこの経験が、大き

な学びとこれからを生きるための力となります。 

2 日間を通して、子どもたちが自分の言葉で発表できた事にも感動しました。保護者の皆様やご参加いた

だいた方々とともに平和を考え、共有できたことに感動し、眼帯をしていた目からも涙が出ることがわかっ

たほどでした。子どもたちから学ぶことは、自分たちが今できることをまじめに一生懸命考え、話し合い、

素直に自分たちの言葉や歌で表現することです。 

サポートしてきた私たちも、人として、教職として、どう生きるかを再考する機会が与えられました。私

たち大人は、子どもたちの発表を素直に受け取り、恒久な平和の実現という理想に近づくために今できるこ

とを考え実行し、そしてまた未来に向けて子どもたちと共に行動し生きることを求めていきたい…『平和を

ともに』を未来を拓く学校行事と位置づけ、継続させて行くことが必要でしょう。今回は日頃の忙しさで忘

れがちな平和な日常への感謝を感じた 2 日間でもありました。大人の私たちも、平和をつくり出す人として

常に感謝を忘れずに子どもたちとともに生きていくことを、心に刻みたいと思います。 

学校で行われているすべての行事は、子どもの成長を願うとともに、社会性を身につけ、これから生き抜

く力をつけるために必要な行事です。これからの学校行事にもご協力ご参加をお願いいたします。そして賀

川、村島両先生が創られた平和学園に関わるすべての人が、ともに生き

ていく未来を見据え、行動し、平和をつくり出す人として成長していく

ことを願います。子どもたちの近い将来と未来の成長を想像しながら、

保護者の皆様の学校行事への参加を重ねてお願いいたします。 

毎日の確実な歩みが子どもの成長に関わります。子どもにとって最良

な環境づくりを目指し、保護者とともに歩みたいと思っています。より

よい運動会にするための準備が行われている小学校の職員室から…。 
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年間聖句
希望の源である神が、信仰によって得られるあらゆる喜びと平和とであなたがたを満たし、聖霊の
力によって希望に満ちあふれさせてくださるように。 

ローマの信徒への手紙 15 章 13 節  

夢と希望の心豊かな 1年へ 

2019 年 9 月 30 日 


